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森林内にヌ出ける昆虫の Populationに

闘する生態率的研究

内田登ー・富岡 暢

(北海道大象農拳部昆虫塾教室)

Ecological Studies on Insect Populations in a Forest 

By 

TOICHI UCHIDA and TORU TOMIOKA 

枢f物'ii+ぽ生態翠~(:I"Jに幾つかの附級[乞分けら

れ，最も護注したものは極相 (Climax)と呼ばれ

るが，森林ぽ極相jう至とれに近いJ伏態にあって，

森林の特徴である林水のほか， i桂木， TiL本55の各

租植物を多量に包含している。而して森林ぽ生育

する植物の種類，形態等からlR直的に幾屠かに分
けるととができ， ALLEE et al. (1949)ぽとれをと (1)

Subterranean， (2) Floor， (3) Herbaceous， (4) Shrub， 

(5) Tree， (6) A layer of air above the canopy 

の6唐に分けた。とれらの各屠ば構成する杭物が

異なると同時に気象f条件もまた異なる。

見1tの多くは食杭性であるが故に，上症の女n
き複雑な杭物相を有する森林の昆虫相は白から複

雑である。なゐ生態的にも唐によって棲息する昆

虫の担類も相違し，季節的にも費動がある。かか

る問題に閲しては海外に沿いては， SANDERS & 

SHELFORD (1922)， WEESE (1924)， BLAKE (1926; 

1931)， SMITH (1928)， SHACKLEFORD (1929)， BlRD 

(1930)， DAVIDSON (1930)， CARPENTER (1935)， 

FICHTER (1939)， ADAMS (19 .. 11)， RICE (1946)， 

DOWDY (1951)等多くの人々の研究があるが， し

かし我が園にては殆んど研究せられていない。と

とに沿いて筆者等ぽ森林内の各唐の昆虫の数量的

費動を時間的に，また季節的に調査研究する目的

をもって， 1952年.5月より 10月までの 6ヶ月間

にわたって呼集した昆虫を，日，科に分類し，そ

の各々の Populationの泊長を考究した。而して

本研究ぽ我が図に公いても近来ようやく問題とな

り来った森林容虫の週期的或いは偶殻的大鷲生を

後知する有力な 1つの基磁的手段と考え，敢て本

研究をこ企i品lしたものである。

調査場所

1. 位置及び地形

本研究ぽ札幌市西方の間山原始林内で仔った。

岡山ぽ南北の 2峰に分れ 1つぽ 170.1m， 他ぽ

226.3 mの標高を:示し，前者。頂上の西下方約 10

mのととろに登山道路があり，とれより分れた小

道が尾根に沿うて走り，との南道の問に頂上を中

心にして南北に長さ約 120m，幅平均 7.5m(最大

10.5m， 最小6.0m¥面積約 900m'ヨの品川一長い地域

をこ調査場所として選んだ。との地域ぽ比較的千lli

にして，高度差ぽ 3m以内である。雨道聞の傾斜

は30度内外， また登山道のi団側も同様な傾斜を

なし，尾根の!lf側ぽ;之什頃斜にて一部頂上附近で・ぽ

絶壁となっ℃いる。

2. 植物相

現在!r~l 山ぽえ正 5 年に天然記念物に指.屯され，

原始林として保護されている。林木の大部分ぽ落

葉喬木にて， ミズナラ，イタ千カエデ，カツラ，
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シナ，クルミ，、アサダ，アカダモ，オヒョウ，キ

クコプシ，アズキナシ，手ゾヤマザ、クラ，シウリ

ザクラ等が主なものである。下主主ぽ大部分ネマガ

リザサであるが，ととろどとろにシグ類及び各肢

の革本があり，針葉樹ぽ西南商に存在する。

調査地域内の植物相の主体を主主すものはミズ

種

、、、 ズナラ Quercus cr伝'pulaBLUME 

名

ナラ，弐いでカエデ類にて僅かに針葉樹を混えて

いる。既に記述した森林植物唐の6唐中，筆者等

ぽ下主主唐 (Hertふi草木屠 (Shrub)，樹木唐 (Tree)

の3唐のみについて調査した。市してとれら 3唐

の植物ぽ弐去の如くである。

以上のほか，下草唐には禾本科その他の革本

l 本殿
i樹木暦l潜木暦l下草暦
44 

オカe ラノぐナ Acer ukurunduense TRAUτV. et MEG. 23 

32 

141 

24 

52 

14 

メイゲッカエデ Aceγjapo仰 umTHUNB. 予

アズ了キナシ Sorbus αlnifot似K.KOCH 24 

トネ p '" Fra.''Ci，冗句8sieboldilαnαBLUME 8 

ア サ ター Ostryαjaponicα8ARG 4 

"'、 リ ギ リ Kalopanαzγic伽ザ'oliu悦 MIG 4 

オオヤマザクラ Prunus donαγ似m8IEB. var. 8αchalinensis MAKINO 3 2 

シラカンノぐ

アオトドマツ

エゾ、イヌガヤ

ハナウ F' 

Betulαtαuschii KOIDZ. 

Abies mαyr似nαMIYABEet KUDO 

Cephαlotaxus鈍αηαNAKAI

Heγαcleum lanαtum MICHX. 

2 

II 

5 

4 

ネマガリザサ Sαsα kur・ilensisMAKINO et 8HIBATA 多数

類が多数あるも，それらの種名及び数量ぽ省略す

る。t;r.jな調査地域に接ナる杭物唐は西側ぽ調査地

と類似するも ]fL側l幻'tE下にシダ類が多く見られ

アこ。

各屠にjなける符度ぽ下草唐ぽ.J::下雨迅を結ぶ

小道がととろEとろにある以外J主将に草本類が繁

茂し，村長木屠ぽ下草唐より著しく疎であり，樹木

居はその昼間の凡そ 90%が杭物によってゐたわ

れている航態である。調子E開始の5月上旬には問

葉せる樹木ぽ殆んどなかったカ己中旬にはミズナ

ラ以外の木の~:f玄関芽した。 そしえ 10月上旬に

はミズナラを除く他の樹木の葉ぽ枯れ始め，中旬

にばミズナラも枯れ，下旬にぽ大部分の林木は落

葉し7ζp

調査方法

採集方法ぽ主!}虫網法 (NetSweeping Method) 

によった。使用した摘は直経30cm，柄の長さ 1m

にて，樹木屠の場合ぽ柄を更に長くした。各回の

Sweepingにぽ大体1mの[fil弧を抗くようにした。

各唐に沿ける Sweepingの地上よりの距離ぽ下草

唐30cm，y.荏木唐 1m，樹木居4mでるる。

Populationの調査にぽ Sweepingの回数をと

出来る限り多くするととが望まし¥， SANDERS & 

SHEI.FORD (1922)ぽ 4回， BIRD (1930) ぽ 3~5 回，

SMITH (1928;' SHACKLEFORD (1929)及び DOWDY

(1951)ば 50回，筆者等も 50固にした。採集期間

ば5月から 10月まで、にで， 各月を上・中・下の

3旬に分ち，各to共5及び、6の日の2日間]ぺ計-
36 日間，各日共朝 9 時 15 分~10 時，主 12 時 30

分-13時 15分，タ 16時 15分-17時の3回，各

屠，各時間J，それぞれ50回 Sweepingを行った。

また気象4条件についてぽ，温度， I:品度並に風
控bJliJ定した。温度ぽ普通の温度計のほか，最高

最低i日度計ーを， またiE2・度ぽ乾;11主球協度計を月jいて

各屠，各時間七J，に測定し， J訊誌は携帯!lJ微風計1と

持雨天の日は順延した。
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tJ1いてj控木唐でのみ測定した。測定位置は常に調

査地域の中央告と選ぴ，各!膏(D，iWJ定伏世はSweeping

のi吉iさと同一にしたc

調査結果

1. 気象候件

各屠ぽ各特有な微気象を有するものと足、われ

るが，本調査地に主主ける各唐のi足度の晃ぽ常に

l
O

C以内であり， i感度もまた鑓化少なく，僅かに

上唐に行くに従って低漁となるにすぎたい。それ

故以下に掲げる結果ぽ下草唐に必ける測定値に基

くものである。

各種気象候件のi11IJ定結果ぽ第 1阿に示ナ虫nく

であって，各句2日tmの千均値をfljい，天気も肘i
中暗ーと曇の中間にあるものぼ 2日1H1の内1日が

晴 1日が曇であるととを示す。降水長ぽ参考の

ため札幌気象蚕の測定値乞徳川し 5日毎に匝切

り，各5日間の総降水量を表わした。

温度:6月下旬から 9月中旬までば大休20
0

C

以上であった。しかし 7月田1-.'10ぽ連日降雨のため

• • 
-e
 

• 
-

h

乱・-
天• 

6 9 10 11 7 8. 

第 1聞 気象候i牛の聖書化

少しく1JLujlとなり，また8TJ下旬から 9月上tot乞
かけても j&~天候のためやや低叫が来た。 7 月下旬

に最高jIli度が現われ300Cに注:した。 i訂正ぽ10月

γ下'Iij[亡て，特に 10月25日日註絡調子正日)の夜間に

降零を児'fco なゐ時IMI的にぽ常に査の潤究時が最

高であった。

協度 5)Jぽ低く， 6nに入って高まり， 7・8
月に最高を示し， 9月以降再び低漁となった。 7月

下旬の低漁ぽ高温，拐、風による影響と忠われる。

時間的にぽ夕刻が高漁であり，夏季にぽ特に著し

かった。

風建 5月上・中10ば測定し友かったが春と

秋に強い様(1=-思われた。一般に夏季に林内の風の

弱くたるのぼ，ミ~の繁茂によるものであ'って

WILLIAMS (1936)によれば，森林巴3ないてli材、縁

からの距離と風症との関係ぽ反比例的であって，

200 foot入ると牛減し， 700 footで90%減やると

いう o 時 Il\J!'l'~には夕刻が弱くなる。

降水長 7nに放も多く，累年えF.均による 9

)J多聞と一致していたかった。

2. 採集昆虫の類別と比較

36日間に採集した見1¥総裁は 36，540頭にで，

ーとれを各日 (Order)の占める百分率をごもって示せ

ば第1去の如くである。

第1去の如く全昆虫ぽ13目t乙分類され， そ

第1表 目別採集個体数の比較

目 百分率

(%) 
名

Hymenoptera l民麹日 17，508 47.9 

Diptera 双麹目 9，589 26.2 

Collembola 粘管目 3，385 9.3 

CoJe白ptera i¥¥l'r l趨目 1，763 48 

Psocoptera 嶋虫目 1，662 45 

Heiniptera 4'麹目 1，466 40 

Lepidoptera 鱗麹目 861 2.4 

Dermaptera 革麹目 176 Oラ

Thysanoptera 線、麹目 64 0.2 

Orthoptera 直麹目 32 0.1 

Neuroptera 阪;麹目 30 0.1 

Trichoptera 毛麹目 3 

Odonata 世lHl¥l'目
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の中， Hymenopteraが故も多く，全体心約1/2，
戎いで Dipteraが1んをrliめてhる。 とれら雨日

を更に利 (Family) に分けて見ると第 2 1ii~1 の如く，

Hymenopteraば日強が FormicidaeでありDi-

ptera l5: Fungivoridaeと Photidaeカ1多い。

は Aphididaeと Lygaeidaeが多く採集された。

Collembolaぽ全部 Paronellidaeであり Lepi-

doptera は小蝋類が多く，チョウ類ぽ教頭掠集さ

れたに過ぎたかった。

Coleopteraにては Curculionidae，Coccine-

llidae及び Chrysomelidae，また Hemipteraで

ずくに以上の結果を居別に分けると第2去の如

くである。

目名

Hymenoptera 

Diptera 

Col1embola 

Coleoptera 

Psocoptera 

Hemiptera 

Lきpidoptera

Dermaptera 

Tbysanoptera 

Orthoptera 

Neuroptera 

Trichoptera 

Odonata 

TotaI 

第2表 A.各日磨別採集個体重止の比絞

トJ色人LShfb 採集l 政|百 葉集個体数 百分率
(%) (%) 

13，038 50.7 3，325 458 

6，165 

3，086 

1，036 

1，072 

719 

405 

128 

22 

24 

9 

2 

25，70 

24.0 

12.0 

4.0 

4.2 

2.8 

1.6 

0.5 

0.1 

0.1 

2，037 

282 

496 

286 

492 

266 

34 

23 

4 

11 

O 

O 

7，256 

28.1 

3.9 

6.8 

39 

6.8 

3.7 

0.5 

0.3 

0.2 

Tree 

1採集個体数! 百分寧
(%) 

1，145 32.0 

1，387 38.8 

17 0.5 

231 

304 

255 

190 

14 

19 

4 

10 

O 

3，577 

65 

85 

7.¥ 

ラ.3

0.4 

05 

01 

0.3 
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B.各科暦別採集個体数の比較器

科 名 |一一Herb-l SUhrub ← Ul b数ee 合 計

Formicidae ア リ 平年 11，371 2，598 402 14，371 
Fungivoridae キノコノイェ干干 2，423 791 503 3，717 

Phoridae ノ 、、、 ノ.: .1;1:;. 不十 1，891 594 269 2，709 
Ichneumonidae ヒ メ ノマチずト 460 222 142 824 

Curculionidae ゾゥ ム シ 干干 333 224 100 6ラ1

Anthomyiida巴 ハナパエ平!ト 324 125 122 571 

Cbilonomidae ユス リ カ科 309 132 96 537 

Braconidae コマユパチ手干 320 106 77 503 

Cynipidae ~ マパチ手?ト 127 93 283 503 

Aphididae アプラムシ苧ト 154 26ヲ 47 466 

Dolichopodida巴 アシナガノごェ平1ト 366 44 32 442 

Eulopbidae ヒメコパチ科 163 85 105 353 

Chloropidae キモグリノぐエ平手 215 70 54 339 

Ceraphronidae ヒグナガクロノマチ利' 185 80 22 287 

Lygaeidae ナガカメムシl'十 265 12 2 279 

Co巴巴inel1idae テントウムシ苧ト 171 72 33 276 

Chrysomelidae ノ、 i、 シ 苧1. 167 52 22 241 

Cecidomyiidae タマノぐエ平l 93 62 56 211 

En巴yrtidae トピコノどチ平=十 145 16 20 181 

Limoniidae ヒメガガンポ n 55 34 35 124 

Lauxaniidae シマノマェ芋干 71 27 21 119 

Eupterygida巴 ヒメヨコノぐイ苧ト 24 日ラ 37 114 

Psyllidae キ ジ フ 、 手1・ 27 32 47 106 

Sar巴ophagidae ク エ平寺 84 12 97 

Empida巴 オドリノ"ヰヰ 38 41 18 97 

Cantharidae ジョワカイず十 35 42 18 95 

Anthicidae イッカクチユウ科 79 10 90 

Pteromalidae コガネコノぐチ手干 42 19 28 89 

Ta巴hinidae ヤドリパ工科 29 21 27 77 

Diapri・dae 62 12 2 76 

Scelionidae クロタマゴノごチ平'r 31 17 23 71 

Ceratopogonidae ヌ カ カ 示ト 30 18 21 69 

Belytidae 36 20 6 62 

Helodidae マノレハナノミ科 54 6 2 62 

Staphylinidae ノ、ネカクシ平手 51 9 58 

Bibionidae ケ ノJ ニ己 :f'十 22 16 18 56 

Pentatomidae カ メ ム シ科 17 16 21 54 

Sphecidae ジガバチ平干 12 24 17 53 

Muscidae イ エノJ エ科 32 12 7 51 

Syrphidae シヨタカザノマェ科 13 31 7 51 

Coreidae へリカメムシ科 50 日I

一一一一一一」 一一一一一一一一一一一一一一一一一ー
決採集個体童文50頭以下の科は省略した。

Hymenoptera， Diptera， Coleoptera， Hemiptera の4自に属するl'1のみを鍋げた。
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個体数ぽ一般的にぽ下草屠に最も多く， iWi木，

樹木唐の)1闘に少ないc 特に Collembolaぽ顕著で・

ある。 しかし Psocopteraぽ首長木，樹木雨居間の

差異が少なく， また Thysrmoptera と Neuro-

ptera は3J副首J[1:千fj;また差ぽ見られたい。 Tricho-

ptera及び Odonataは採集教の少ないため不明

である。

，また各科についてみても大体下平， 1草木，樹

木屠と.1:.唐程採集{日H本塁立が減少しているが， Dia-
priidae， Sarcophagidae， Calliphoridae， Scato-

phagidae， Anthicidae， Nitidulidae， Staphylini-

101 

dae， Lygaeidae， Coreidaeぽ殆んど下草唐に限

られ， Aphididae， Eupterygidc}e及び Syrphidae

ぽiWA*唐に， Cynipidae及び、 Psyllidaeぽ樹木唐

に多く， Tachinidae， Ceratopogonidae， Bibioni-

dae， Lathrididae及び、 Pentatomidaeぽ唐によ

る差異ぽn忍められなかった。

時間的に各日の個体敢乞見れば第3去に示ず

おlく， HymenopteraぽiFJJ・主・タと次第に増加1

の傾向が見られ， Diptera， Coleoptra， Hemiptera 

ぽ主に増加lし， 反封に Collernbola，Psocoptera 

ぽ減少する。

第 3表 各目時間別採集個体般の比較

タ

目 名
牒四|百分率 採集問 l百分率 百分率

(%J (%) (%J 

Hymenoptera 5，271 45.7 5，74ラ 47.5 6，492 50.3 

Diptera 3，253 28.2 3，543 29.3 2，793 21.6 

Collembola 1，041 9.0 753 6.2 1，591 12.3 

Coleoptera 567 4.9 649 5.4 547 42 

Psocoptera 日73 5.0 497 4.1 592 4.6 

Hemiptera 460 4.0 526 4.3 480 3.7 

Lepidoptera -273 2.4 281 2.3 307 2.4 

Dermaptera 69 06 48 0.4 59 0.5 

Thysanoptera 14 0.1 33 0.3 17 0.1 

Orthoptera 9 0.1 10 0.1 13 0.1 

Neuroptera 6 10 0.1 14 0.1 

Trichopt巴ra 2 

Odonata 

Total 勺

t
q
J
 

K
ノ

，
 

l
 
l
 

上越の結果ぽ全県l聞の合計値から論じたもの

であって， とれをと総勺この時!朋[1:首ぽめるととは勿

論不可能であって，季節j的援化に闘しでは~?J(]flに

誌ベる。

3. 季節的消長

資料ぽ縮、て旬を単位とし，各旬2日間の合計

値を使用した。な沿5月下旬第2日ぽ降雨のため

夕刻の採集ができなかったので，それf:t畝;主fIした

ままイ克111した。

第 31尚lには各居及び、それらの合計の季節的泊、

長を示した。

12，095 12，908 

昆虫主主ぽ5月から 6月中10まで徐々に増加す

るが， 6月下旬[1:念敢に増加1し， 7月上11]には最も

多く， 4，725頭採集された。以後減少したが8月

中旬に再び、増加lし，9n下旬に 3度増加lした。各唐
においても略同様な傾.向が見られるが，下1fi唐で

特に著しい。採集{同体教は常に下l1i屠に:最も多く，

慌木，樹木唐の)1民である。従って下平唐にゐける

{同体重士、つ増減が，合計のjR，'休敢の増減に!tしでも

最も主要な役害IJ を:a~ している。

A. 各目の季節的泊長

各日の季節的泊長は第41，品iの如くにして，各
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目の採集{同体教の最大となる時期ぼかなり異なっ

ている。 第3[白lの第1の峰ぽ Hymenopteraと
Diptera，第2の峰ぽ Diptera，第3の峰ぽ Col-

lembolaの増加lによるととがl閃らかで、ある。

各自の季節的の増減は3つの型に分けるとと

カ1で、きる。

a) 早昨型

1) 夏季増加型 Hymenoptera， Lepidoptera 

2) 秋季地加型 Collembola， Psocoptera 

b) 双峰型 Diptera 

c) 無峰型 Coleoptera， Hemiptera 

HymenopteraとLepidopteraぽ同じ型であ

るが，曲線の傾斜ぽかたり相違し，また最大1~司体
数をと示ナ時期もやや守れている。とれに反して

Collembolaと Psocopteraとぼ非常に良〈似た

経過をたEり， 1肉体重土最大の時期も一致している。
しかし風建がとれら雨自に及段、ナ影響ぽかなり相

違し， 10月中旬にゐける例o::-示すと共の如くであ
第3園暦;jリ採集個体数の季節的i宵長 る。

-• 
COLEO珂'ERA

DIPl'ERA 

lω 500 
0 

E 6 官 8 9 

第 4固 目別採集倒休数の季節的ij'i長
{但し採集個体数800以上の目)

4 

10
耳

第!日

第 2 日

風速

(m/:日e巴1

4.7 

1.6 

即ち Psocopteraぽ 4mjsec程度の風速にぽ

殆んど影響を受けないが， Collembola ぽ著しく

減少ナる。との事賓ぽ7月下旬にも明らかに見ら

れた。更に風の影響ぼlIymenoptera，Diptera， 

Coleopteraその他の目にも多かれ少なかれ見ら

れた。

各日の季節的消長を更に居別にして示すと第

5闘の如くである。

Hymenoptera :居間の差異ぽ明瞭で1下車，

瀧木，樹木屠の順位:になっている。 9月以降ぽ瀧

木，樹木l'N居間の1~~:異ぽ殆んどない。

Diptera:下草唐は他唐よりHJJらかに多く，曲

線。型ぽ各唐共双峰型であるが，下1(i.唐で最も顕

著である。

Collembola :殆んど下車唐にのみ棲息してい

る。

Psocoptera :下草暦に多く， 1桂木，樹木雨磨
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第5圏 各目の厚手別採集個体重土の季節が.Ji官長

間の差異は少ない。

Coleoptera :秋季一時的11:瀧木唐で1増加す・る

が，その他ぽ下平唐~'C多い。

Hemiptera: :{~;f火に irU本唐に多く友る以外ぽ

下半唐に多い。 i佐木，樹木討す居住nの去異ぽ少ない。
Lepidoptera: 7月下旬から 8月下旬までの期

間H三除き各屠IllJの去異f5:少たい。

以上各 !~l を:組合して児ると，各日共下車暦に

wtも多いが，特定の時具J]に限りi龍木屠に多くなる
I~ もあり，一般に}桂木唐と樹木唐との差異は僅少
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でるるが，前者に少しく多い。

次に各磨について見ると，下主主屠にヰなげる各

目の泊長曲線の型ぽ第4闘と良く似ている。とれ

は1~il体童文の多い Hymenoptera， Diptera， Collem-

bola等の増加が何れも下平屠で起ったためでb

る。 i桂木屠は下草唐と同様にl:!ymenopteraが多

いが，この唐の特徴ぼ Collembolaが少なし秋

に増加11I::示さや， Psocopteraが秋に第1位を占め

るととと 6月前主l三に Hemipteraが多いととで

ある。樹木屠ぽ以上の2唐と異なり， Dipteraが

むしろ Hymenopteraより多く， Collembolaが

殆んど見られないととでるる。

B. 各科の季節的消長

本調査によって味集せられた13目中の主た4

日， Hymenoptera， Diptera， Coleoptera， Hemト

pteraの各科について季節的消長1I::考究した。

(1) Diptera 

車峰型の曲棋をなすものが多いが，最も11母体

敢の多い Fllngivoridaeは3峰型と忠われる曲線

を，また Phoridaeぽ典型的な双峰型曲線を呈し

ている。而して多くの科は夏季に増加するが，

Phoridae ぽ最高調度期に減少し， Limoniidaeぽ

10月に入つ之から増加し， Chilonomidaeも10月

下旬に急激な増加;乞示した。

一般に各科共下半唐に多いととは第51品iによ

っ1ラ:¥1られるが， Fungivoridae，Phoridae， Doli-

chopodidae及び、 Chloropidaeは常に下平唐に多

く， Anthomyiidae， Lauxaniidaeも比較的下草唐

に多い。 Cecidomyiidaeば春には下平， irJi.木，樹

木唐の順位:であるが，夏ぽ全く反ますの順位となっ

ている。全期間にわたり採集された科v.tFungi司

voridae， Phoridae， Anthomyiidae及び Chilono岨

midaeであり，出現時期の遅い科としては， Cllli-

cidae及び、 Ceratopogonidaeが7[1より採集さ

れ，また Empidaeぽ8月以降， Agromyzidaeぽ

9月以降採集されなかった。

気象保件との関係乞見ると 7月下旬がその

前f麦によ七し，自ii直， i正i長，強風にて， Phoridaeの
減少と一致している。との時期iの結果1I::唐別に比

較すると次の如くになる。

下草唐では雨日間に殆んど去がなく，他。2
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7・2ラ
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唐で第2日には約 1んに減少している。とれぽ低i島

と弧風，特に強風の影響によると考えられる。同

総な結果が Fungivoridaeでも認められi桂木及び、

樹木下H唐で約出に減少した。 Cecidomyiidaeぽ7

月中旬より 8月下旬までは樹木， 1控木，下平唐の

順位:になっているが，一時7月下旬にぽ順位が乱

れ逆にたった。とれも恐らく風の影響と忠われる。

他の科f主将集例外;載が少ない故明瞭ではないが，

多少の差ぽあれj武の影響左受けている。しかし何

れも上方の2唐に限定され，下王手唐にぽ及んで官い

ない。一方 7月下旬に全期間中の最高採集11/i1f本教

を記録した科もあった。

(2) Hymenoptera 

大部分の科1:t阜峰型をJJ.するが， Cynipidae 

ぽ双峰型のI同線を描いている。 7月から 8月にか

けて殆んどの科は例体重立を増すが，Ceraphronidae 

は9月中旬に最も多く， Cyutpioaeの第2の峰と

一致している。 Formicidae，Ichneumonidae， Bra-

conidae及び Cynipidaeは大体全期間にわたり

掠集されたが， コパチ類は6月頃から漸弐採集ーさ

れたものが多かった。

居住Hの差異をごみると，下草屠に多く，その最

も典型的なものは Formicidaeである。 Braconi-

daeと Ichneumonidae1主催木，樹木雨居間の差

異が少たい。 Cynipidaeは他とかなり具たり， 5・6

及び 10月を除き樹木唐に最も多く， 下草唐と潜

水唐との差異は少ない. Encyrtidaeは殆んど下

草屠で採集された。

気象僚件との関係を見るに， Formicidaeに

会いでかなりの影響が見られた。 7月下旬の結果

ば共の如くである。

月日 1下草暦

I 仮買)
「一一

7・24

7・25

樹木暦

(Ji員)

21 

20 

樹木屠で恰差がなく，下平， irU木トm唐で減少、

が認められた。とれは Phoridaeの場合と全く逝

の結果であり，更に Ichneumonidaeや Braconi-

dae等有趨のものが減少を示さや，むしろ増加さ

えし丸いるに拘らや，地上附近のアリ類がJmtに大

きく影響されるととは意外1主事寅で、あった。

(3) Coleoptera 

前述の2日と異なり，科により様々な消長を

J乏し，目としてのー:ιの傾向は把握できない。
Chrysom.elidaeは明瞭ではないが2つの峰をな

し， Curcu1ionidaeは一定間隔で3峰型を呈する

が，とれら雨 t~l の峰は或 1 杭が週期的に増減した

ものではなしまき生の時期的11:異なる幾つかの種

類が交互に増加1した結果で、ある。とれに封して

Coccinel1idae昨「リ然とした双峰型曲線?i::呈ナる

が，それは或1都が季節的に増減して生じたもの

である。採集個体重立の増減によって， ;えの如き型

に分けるととができる。

i)春季増加型 Cantharidae， Anthicidae 

iir夏季増加型 Chrysomelidae， Staphylinidae 

iii)春季及び夏季増加型 Curculionidae 

iv) 春季及び秋季増)J!\ltl~ Coccinel1idae 

Coleopteraを全体的にみると， 5月にむいて

はCoccinel1idaeが多く， 6月には Curculionidae

とAnthicidaeが増加し，夏には Chrysomelidaeー

が Anthicidaeと入れ換り ，]JII1::.8月には他の科

の士宮力nもあって Coleopteraの Populationぽ最
大となるが 9月には糖、ての科が減少し，下旬に

は僅か 12 頭採集されたに過ぎ~かった。 しかし

10月に CoccinelIidaeが再び増加lした。かくの如

く Coleoptera 全体としてはf，(~・ 4 同に示す如く全

期間中大きな鑓化はない。

屠j甘jの比較を試みると， Staphylinidae及び

Anthicidae は殆ん左下3314腎でのみ採集され，

Chrysomelidaeは8月に下草唐で急増している。

Curcu1ionidaeは一時下草， iWA木雨居間の差がな

くなるが，大休下草， U'U木，樹木屠の順位である。

CoccinelIidaeの手付火の Populationは殆ん

ど VibidiaduodecimguttatαPODA (シロホシテ

ウトウ)で占められ，興味ある事貨を認めた。と

の昆虫の季節的消長は第61過に示す如くである。
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第6圃 シロホシテントウの屠別

採集個体般の季節的i白f長

10 11 

シロホシテントウは季節により，その棲息、場

所を捷えるととがわかる。即ち泰には始め下草居

に棲息、ナるが次第に J~.居へ移動し，秋に再びド屠

へ下ってくる。またすだ朔は時間j的に査問に限られ，

季節的には 10月上11jで、あるが， 中旬には飛朔は

止み 2ヶ所に集国をなしていた。との場所は共

にミズナラの根キ二近くから分l技しヱいる細い校の

周聞及び葉ーの雨両， ~è，í'!1:裏面で、あって，且つ樹幹

の南面に位し，風が直接官らたいととろで、あった。

との時期には殆んど出動左止め，刺戟を興えると

地上に孫下ナるが，決して飛期するととはなかっ

た。 10月下旬には集闘が更に地面に近ぐF降し，

附近の落葉下にも多数護見された。かくて本種は

秋にi桂木磨から下草唐へ，吏に下の地表屠 (Floor)

へと移動する。かかる移動は恐ちく越冬のためで、

あって，本田:は地表唐叉は地中居 (Subterranean)

で越年するものであろう。而して春には杢く逆の

経過で移動するが，採集結果は秋程明瞭で、はなく，

慌木唐に増加が認められた時期に樹木唐で、も増加l

が見られている。本粧の上lliの如き移動は温度と

?fi接な関係にあると，l記、われる。J![Jち温度の上昇に

伴い上唐へ移動し，飛朔も主間の高温時に限られ，

砂lタには飛期しない。

(4) Hemiptera 

Aphididaeは春秋に多し双峰型の曲線を呈

ナるが，他の科は大体車峰型であって， Lygaeidae 

は夏に， Eupterygidaeは秋に増加する。各唐に

ついて見ると， Coreidaeと Lygaeidaeの多くは

下車唐で探集されたが，他の科は比較的上唐に棲

息、ずるものが多く， Psyllidaeやヨコパイ類は樹

木屠又はi桂木居に多く， Aphididaeはi佐木屠に多

ν、。

C. 科教の季節的消長
ととに取扱った主な4日， Diptera， Hymeno-

ptera， Coleoptera及び Hemipteraの科教の季

節的泊長を見るに，夏季に科教が多くなるが，個

体重文の消長曲線とは一致しない。 1[1母体教は 7月上

旬に最高に建ナるが，科教は 7月下旬で最高にな

る。 しかし温度の昇降と科教の増減とは良く一致

し，最高温期に科教も最大に友った。

D. 昆虫相の季節的建遅ー

昆虫相の季節的援還の様相を知るために，各

旬に採集した昆虫を目別にし，その各々の百分率

を計算して季節的援化を見ると，第7[副に示ナ如

くになる。

6月中旬に入ると Hymenopteraの占める割

合は一事に 50%近くに増加lし，一方 Coleoptera

と Dipteraの減少が目立つ。 7月に Collembola

が出現し， 8月中旬には Hymenopteraの割合が

一段低くたり， 9月中旬には CollembolaとPso-

copteraの増加が者しく， 9月下旬には Hymeno-

pteraは急:激に減少して， 僅か10%内外を占め

るに過ぎない。 10月』下旬は殆んど Dipteraで;l~i 

められている。

SMITH (1928)， SHACKLEFORD (1929)等は昆虫

には或季節にのみ出現するものがあるととからし

て， 1年そ Prevernal，Vernal， Aestival， Serot.i-

nal， AutumnaJ， Hibernal の6つの生物季節

(Biotic season)に分けた。筆者今等の調査は 5月か

ら10月までであり，その上，目別(第7岡)のもの

でYあって，極にまで志向分していないから不充分で、

はあるが， 5月-6月上旬 (Vernal¥ 6 月中旬~8

月上旬 (Aestival}， 8月中旬-9月上旬 (Serotinal)，

9月中旬-10月中旬 (Autumnal)とみなすととが

できる。 10月下旬は未だ Hibernalではなく，ま
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第7:圃 昆虫相の季:節一的廃 i翠

た Autumnalとも少し異なっていて，とれに閲

しては 11月の採集左なした後11:1吟味しなければ

たらない。

以上aの如く昆1~相のをき混から 1 主\'-を幾つかの

季節に分けるととができるが，元村(1935)の立11く

見虫詩集の移り行きをと相関係数をf1Jいて表わすと

ともできる。今各1fHτ探集した見1¥左目別に分け，

谷101U!の相関係裁を者[111し，その系列をl説示すれ

ば第8闘の女nくである。

第8圏 各句群集相互11司にミj占めた
相関係数の系列

る。

とのl品よりすくの虫nき群集に分けるととができ

。5月J:.iO-6JL!;，句
Diptera群集

ii) 6月中旬-8月，HO

Hym己noptera詳集

iii) 8 月中 íJ] ~9 月上旬

Diptera-Hymenoptera群集

iv) 9月中10

Hymenoptera-Collembola群集

v) 9月ー下旬-10月中旬

Collembola-Psocoptera群集

vi) 10月-FiJ]

Diptera群集

とれ喜三第7闘による結果と比較すると良〈一

致し，各旬を掛成ナる目の1pil休教の百分率算出に

よる詐集礎化の識別はかなりlE柑tに群集の動きをと

表わしセいる。各J膏(1:..:1なける費濯の校総包1::.:i!の

虫nき方法で検討すれば，下平唐での昆虫群集の勤

きは第71<¥¥1¥と始んど同様である。討長木屠では

VernalとAestivalの中fW(1:Hemipteraを主と

する ;i~間三があって， Aestivalは6月下10から始ま

る。樹木屠ではifiA水府と同様に Aestivalは6月

下10から始まるが7月下1J]で絡り 8月からは

Serotinalに入っている。 また10月中旬は Au司
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tumnalと少しく建っている。

以上の如く各唐で生物季節に若干のすて:れがあ

り，昆虫群集の動きのみから見れば，上Jit'R春季

の訪れは遅く，秋季の到来が早くなる傾向にある。

又同じ生物季節内に沿いても麿によって群集が異

なっている(第4表)0

第4表 各季節にお'ける各暦の群集、

、よ恒三竺」
Vernal 

下草 ( 漉木 l 樹木
Diptera群集 ， D治tera-Hemipt巴ra群集 Diptera群集

Aestival Hymenoptera群集 ! Hymenoptera群集 I Hymenoptera-Dipt巴四群集

Diptera-Hyrnenoptera群集!日ptera-Hymenoptera群集"Dip屯era-Hymenoptera群集

Autumnal C蜘 nbola群集 Ps叫 tera群集 Ps仰 t闘機

Diptera群集 Diμm群集 " Dip加 a群集

4. 1白内の時間的消長

調査を行った36日は， イiiJれも 1日3回づっ

採集をと行っているので，各旬の採集11~1体裁を朝・

書・タに分けて，その季節的消長を示すと第9闘

の如くである。

2・3の時期そ徐き， 朝・霊・タの3者間('c顕

著友差は見られゑかった。しかし夕刻が他に比し

僅に多い傾向にある。

上の結果を更に円毎に検討すると次の如くで

ある。

1600 

-個

敏

sω 

4001 

300 

6 自 T 

， 
・田園田-9.30 6..m 

-ー刷ーー・1.00P.m 
....4.30 P. m. 

9 10月

第9圃 時間別採集個体重立のi官長

Hymenoptera :夕方に多く特に夏期に顕著

でるる。 7月下旬は風の影響をと受けて霊と夕の{同

体裁が減少した。 7月中旬と 8月上旬は時聞によ

る発異が顕著で・あるが，前者ρ秒!の減少，後者ο

夕方の増加iは何れも Formicidaeの費動によるも

のである。

Diptera:主に多く採集されているので，温

度と桁接な酔j係がある椋に忠われる。 8月下旬は

夕方に著しい減少を示しているが，とれは第2日

の夕方の採集前約 30分まで 2時聞にわたる降雨

があり Dipteraの Populationの主要構成科で

ある Fungivoridaeと Phoridaeが著しくi成少し

たためである。

Collembola :明らかに夕方に多く主に少ない。

この目と共の Psocopteraは共に温度とは員.i:易度

とは正の相聞開係がある訟である。しかしたがら

8月下旬の夕方は漁度92%なるに拘らや.Collem-

bola は殆んど採集されていないが， とれば採集

直前の降雨の影響と~・えられる。 FORD (193わは

Collembolaが秋から冬にかけて増加iし熟度と

正の相関関係があるととを認めているが，筆者等

の調在に於ても同様のととが認められた。

Psocoptera :時It¥J的相違は著しくないが，秋

季には夕方(IC多く，主に少ない。

Coleoptera :特に穎著な禿呉は認められない

か.10月上10に主に多くなっている。とれば主と

して Vibidiaduodecimgut如何による現象であ

る。

Hemiptera:差異は少ないが，春秋に Aphi-
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.didaeの多い時期には傑かに主に多い傾向がある。

Lepidoptera :笠間のみの採集で、あるため，

時間1による芸異ば認められたい。

以上各r=1を:総合して見ると，第91司の 7月中

旬に治ける秒!のi成少と 8月上旬に公ける夕方の増

力nぽ何れも Hymenoptera，特に Formicidaeの増

械によるものである。 8月下10ぽ雨の影響乞受け

て夕方に減少を見，9月に夕方が多いのぼCoIlem-

bolaの増)JIIt乞よるものである。

論議

1. 昆虫相と植物相の関係

植物相の複雑豊富な地域にゐける昆虫相はま

た同様で、ある。従って下~W..居Iì'杭物の種類及び個

体敢に3ないても最も控訴であるから，昆虫に沿い

ても同様の結果になると考えられる。調査結果ぽ

全くとのZ与えに一致している。以上の結果ぽ

FrCHTER (1939)及び、 DOWDY(1951)の研究とも

兵〈一致しているが， BIRD (1930)の純良では下

半唐とi桂木唐との主が明らかでゑく SANDERS

& SHELFORD (1922)によると瀧木腎の方が下草居

よりも多かった。しかし植物相の質言?を考慮ナれ

ば，とれらの結果も容易に理解できる。即ち

FrCHTERや DOWDYぽ核集した針葉樹林内で調

査し， ifl~木唐の杭物ぽ貧弱であると想像される。

又 SANDERS& SHELFORD ぽ湖岸近くの草地と

砂地が時相牛ばし，波木唐にぽヤナギその他の庚

英樹がある場所で調流したため，語!木唐が下平唐

よりも昆.1(が多いのであろう。しかし娘、ての研究

者の結果ぽ樹木唐に昆虫が少たいととに公いて一

致し，筆者守;の調在にでも同様のJf，:貰1e認めた。

i桂木居ぽ樹木屠よりも植物相が単純貧弱であるに

拘らや，昆虫讃(1ま遥かに多い。との原l却にぽ種々

考えられるが，要ぽ#U木屠が昆虫の生活に樹木唐

よりも女子、適なためであろう。

2. 昆虫の季節及び時聞による層的移動

夏季の溢皮」二刀ーに f~ドい，下平→lfJ.~木→樹木唐

とl順次移動するよt虫があるが，逆の方向l乞移動す

るものは認められなかった。とれらの昆虫ぽ秋に

温度下降によって， 1I民共下方の屠へ移動ナる。と

心松7x.唐的移動の現象ほ SANDERS& SHELFORD 

を始め，多くの研究者が認めているが，筆者等の

調査に沿いても Vibidiaduodecimguttataの居

fl'~移動ぽ顕著で、あり，温度と深い閥係にある。

1日内の時IlIJによる唐的移動ぽ白及び:科とし

ては認められなかったが，有rtについて精読すれば
移動を行う昆虫がるるかも知れたい。 PARK(1938) 

によれば霊行性昆虫 (Diurnalinsect)と夜行性昆

虫(Nocturnalinsect)の交代する時聞は 7-8時，17

~18 時であるという。また SANDERS&SliELFORD

ぽ 14時 30分---20時 30分の聞を 4時間毎に採集

した結果，唐的移動。事責を碓めている。筆者等

の調査は 9~17 時の間で、あったためか屠的移動ぽ

認められなかった。

3. 昆虫の Populationの推定及び比較

本調子fぽ季節による見虫の Populationの増

減という相釘的反問題を目的として行ったもので

るるから， I4虫相の調夜及てp棲息、松度の推定に闘
しでは，採集方法から見て不完全で冒ある。従来棲

息、税度の推定に闘してぽ多くの人の研究がある

が，主とιてその方法としては NetSweepingで
あり，その一定回敢により採集した仰l体教を記録

し，次 11:一定容干iiの蓋のない ~tî等を用いて Net

Sweepingを行ったと同僚件の場所に伏せ，内部

の昆虫を毒殺して{同体教を敢え，耐採集法を比較

して品目の-振りが何m3に相合ナるかをと算出して，

その地士会:の Populationを推定している。

BEALL(1935)ぽ詳細左研究を友し，NetSweep-

ing法でぽ或種の昆虫、ぽ持集室免れるととが考

えられ，とれは特にDipteraに1ないで著しく，ま

た同-程でも時11\1的に吊動~k態が主主うととを考慮

している。筆者~lßの研究 11:ゐいても Diptera の

大型のものぼ掠集が困難で、あった。一例をと翠げる

と 5月中・下旬には夕方に日常りの良い樹i昨の

下部に， クロパエが積立ミしているのがj明察された

が NetSweepingでぽ殆んど採集されなかった。

BEALLぽ NetSweepingとシリンダ{の雨方法

左上七校L，Net Sweeping の 6~9回が 1m2 に相

常するとしているが，Diptera l:t特別に取扱つ工

いる。箱をと伏せる方法ではDipteraその他敏捷な

昆虫を完全に捕え得友いので， BEALLぽシロンダ

{を用いたのでるるが，とり方法にも快黙の~Jうる。
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とれぽ自 l!l に見H:~の出入できるシリンダーを備え

て必き，調査の時:'C両日品IJ;閉じ，内部の虫i設を調

べるのであるが，シリングーの内部と外部とでぽ

環境保件が首都具なり， ftっτ昆虫の分布もシリ

ング{の内外で'均等で・あるとは考えられたい。

森林内の各唐1CなけるIM~の Population の

担i定及び比較をなすにぽ，主?然同ーの採集訟をと採

用すべきであるが，それは極めえ困難で、あるため，

少なくとも 2顧の採集法;乞必要とする。即ち Net

.sweeping法ぽ下草唐以.1;，の居にぽ適するが，前
越の虫nくDiptera等の掠控室苓が低く，とれは更

に網を振る謹度によっても大いに鑓化すると考え

;られる。また布ri物その他rc固着している昆虫も採
ー集され難い。一方箱等をmいる方法には下32i屠と
地表居を別々に採集する手段がない。森J材、内の各

居のうち地中居の探集は完全になし得るが，他の

唐でぽ多少に拘ら歩、貫際の棲息、{日l体主主よりも過少

評{買される。以上の如き事貰を考時:して本研究で

は採集の困難なかっ他屠と比較のできたい地中，

地去の 2唐を除外した。

既illの如く，昆虫ぽ都知により採集に難易が

あるから，日または科の聞の比較には慎重な考慮

』を要ナる。例えば第1去に3ないで， Hymenoptera 

が最も多いが，調在地域内で棲息純度が最も高い

と結論するのぼ IiI-計で・ある。採集困難た Diptera

が全体の 1んを I~Î めている故，棲息詐i度ぽ Hyme­

nopteraよりも高いかも知れたい。11!に股'F，i1'C

ぽf'uー哲類でも，季節又は時聞により採集に難易

があるから，僅かの差異をもって季節的泊長を論

やることぽ危険で、ある。 Populationの大小を比較

するにi:t，犬々の積について最も正確に Popula-

tionを推定できる方法をHJいて比較するか，また

は探集法を~5tにし，各種がとの方法で捕えられ

る難易を或係数で去はし，採集{肉体1設と係主主との

杭の形で比較しなければならぬと考える。そのた

めには各種について貰験的に-k掠集方法またぽ

係教を決定して行く必要がある。

4. 気象候件との関係

iI1広の影響ぽ2・3のfAで、認められたが般

的lτ:fi夏季に増加するのが普通で・あるから軽々し

く結論するととは出来，ない。風建の影響ぽ顕著で、

るった。風ぽ有麹昆虫の飛期に大きく作用すると

とぼ容易に三与えられるが，秒速4m程度の風に封

してぽ大型のDiptera及び Psocoptera等ぽ影

響されない。然るに下草月雪に棲息し，風の{1~ H1が

少ないと考えられる Formicidaeや Collembola

が著しく影響を受けたのは意外で、あった。念公日

射量J主主要な因子と考えられるが，今回ぽとれに

闘する調査を扶くため，今後の研究にまたねはaな

らたい。

以上調脊.結果について論じて来?とが，昆虫群

集の勤行ぽ年々同じ過程を経るとぽ考えられや，

事責あるものは，ある年週期をもって増減してい

る。僅かに 1年聞の調交をもって結論を見出すと

とぼ勿論不可能であって，な必今後数年間採集を

績け，麗にまで細別，分析することによって，何

等かの結論を得ることができると思われる。而し

て本研究ぽ少なくともその一助と友るものと考え

られる。

摘要

本研究ぽ森林内各屠の昆虫の数量的費動を季

節的並びに時間的に調査研究する日的をもって，

195211三5月より 10月までの6ヶ月間，毎102日

[U)，札幌市郊外凶山原始林内に沿いて捕虫網採集

訟 (NetSweeping Method)によって採集した昆

虫を日及び、科に分類して分析を試みた。

(1) 採集昆虫ぽ合計 36，540頭， 13日にわた

うた。 Hymenoptera(内 3ん問、ぽ Formicidae)ぽ

最も多く，約5割を:占め， Dipteraがとれに弐いだ。

(2 )昆虫敷ぼ6月末より;告増し， 7月にぽ

Hymenoptera，弓月rciまDiptera，9月にはCollem-

bolaが顕著に増加し， 夫々峰 (Peak)を形成し

た。とれらの増力11ぽいす、れも下平唐で見られ，上

唐程{日l体数及びその増械の程度が少泣い。

( 3) 一般に夏期に増加す『るものが多いが，

Collembola及び Psocopteraぽ秋に増加する。

(4) Dipteraの季節的泊長の曲線ぽ双峰型で

あるが，特に Phoridaeぽ頴著である。

(5 ) 一般に下平唐に棲息するものが多いが，

季節的に棲息する屠を費えるものがある。とれぽ

気温の昇降と年寄接に闘係し，夏にはJ-，屠へ，秋に
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ぽ下居へ移動し，反事Jの方向に移動するものぼ見

られない。

(6 ) シロホシテントウぽ春干火にのみJ示装さ

れ，明瞭な唐的移動を示した。即ち

春季 地衣→下平一〉討n木→樹木唐
秋季 樹木→地木→下平→地表唐

(7 ) 気象保件との閲係ぽ顕著で、ぽないが，風

速 4mjsec以上になると，小形 Dipteraぽ上唐に

沿いで減少し，下主主唐でぽ Collembola，Formi-

cidaeが著しく減少する。しかるに Psocopteraぽ

比較的風の影響を受けない。

( 8) 科教の泊長ぽ個体童文の消長と一致しない

が，気温とぽ良く一致ナる。

(9 )昆虫群集の勤行から次の如き季節に分け

られる。

Vernal period 5月-6月上旬

Diptera群集

Aestival p. 6月中旬-8月上旬

Hymenoptera 群集

Serotinal p. 8月中旬-9月上旬

Diptera-Hymenoptera群集

Autumnal p. 9月中10-10月中旬

Collembola群集

(10) 時間的援動ぽ顕著で、なかった。
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Resumる

The purpose of this paper is to study .the seasonal and diel fluctuations of the insect 

population in three strata of the forest， i. d. herb， shrub and tree. At Maruyama forest near 
Sapporo， numerous insects were collected by a net sweeping method during six months from . 
May to October， 1952. In the present investigation the collection is arranged according to 
the order. 

The results are as follows: 

( 1 ) As many as 36，540 individuals belQnging to thirteen orders are collected in al1. The 
population of lIymenoptera， occupied mostly by Formicidae， is the largest， and that of Diptera 
is the next. 

( 2) On the curve representing the seasonaI fluctuation of the whole insect population 

there are three peaks. Every peak is resulted from the increase of Hymenoptera and 

Diptera， Diptera， and Collembola respectively. The ins~ct population of the herb stratum 
is the largest， and that of the tree stratum is the smaIlest. 
( 3) In general the population of most orders increases in summer， whiIe that of 

Collembola and Psocoptera increases in autumn. 

( 4 ) The curve representing the seasonal fluctuation of the population of Diptea is 

bimodal， e~pecial1y that of Phorid田 beingremarkable. 
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( 5 ) The seasonal change of inhabiting strata is observed in certain families. In summer 

as the air temperature rises， the vertical movement from the herb to the shrub stratum and 
then to the tree stratum occurs. On the other hand as the air temperature fal1s in autumn， 
the reverse vertical movement takes place. 

(6) The movement of the ladybird beetle， Vibidia duodecimguttata PODA， in the strata 
is as follows:‘ 

ln spring (May) 自oorー→herb-→shrubー→tree
ln autumn (October) treeー→shrub-→herb-→fioor.

This may be correlated with the air temperatures. The hibernating habit of this beetle 
may be also to do with. 

( 7) When the wind velocity becomes as strong as 4 m/sec.， the population of Col1embola 
and Formicidae decreases considerably in the herb stratum， and that of Diptera decreases 
in the tree and shrub strata， whereas that of Psocoptera is never affected. 
¥ 8) The seasonal fiuctuation of number of families does not coincide with the insect 

population， but closely with the air temperature. 
(9) The insect fauna may be divided into the following biotic seasons according to 
quantitative and qualitative changes: 

VernaI period .. . . .. .. . . .. . .・・ ・・・・..........May to June 10. 

Aestival period ・・・・・ 0・・ ・..........・ ・・." June 11. to August 10. 

Serotinal period ・・ ・・・ ・田・・・ ・・・・・・・・....." August ] 1. to September 10. 
Autumnal period ......・・・ .................•.•... September ] 1. to October 20. 

(10) The diel fiuctuation of the ins巴ctpopulation is not so conspicuously represented 

from 9.00 a. m. to 5.00 p. m. 


